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増
山

あ
す
か

議
員（
市
政
）　
令

和
４
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、

学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
題
提
起
し
た
が
、
災
害
級
の
夏

の
猛
暑
は
今
後
も
継
続
す
る
と
考

坂
本

け
ん
い
ち

議
員（
公
明
）　

ペ
ッ
ト
と
人
間
が
共
生
で
き
る
社

会
の
た
め
に
、
他
自
治
体
で
は
様

々
な
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
取
組
や
考

え
は
。

生
活
環
境
部
長
　

本
市
で
は
、
ペ
ッ

ト
に
係
る
独
自
の

取
組
方
針
な
ど
は

定
め
て
い
な
い
が
、

都
の
基
本
的
な
方

針
に
の
っ
と
り
、

秋
田

り
ゅ
う
い
ち

議
員
（
市
フ
ォ
）

　
国
の
施
策
に
よ
る
所
得
制
限
で
、

児
童
手
当
の
支
給
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
世
帯
が
あ
る
が
、
こ
れ
に

対
す
る
市
の
認
識
は
。
ま
た
、
本

市
に
お
け
る
支
給
対
象
外
の
児
童

数
と
児
童
全
体
に
占
め
る
割
合
は
。

市
長
　
支
給
対
象
外
の
世
帯
の
存

在
は
認
識
し
て
い
る
が
、
国
が
異

次
元
の
少
子
化
対
策
と
し
て
制
度

改
正
を
検
討
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
た
め
、
そ
の
動
き
を
注
視
す
る
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
令
和
４
年
６

月
に
支
給
対
象
外
と
さ
れ
た
児
童

奥
村

さ
ち
子

議
員（
ネ
ッ
ト
）　
市

は
、
国
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の
要

請
か
ら
、
令
和
５
年
度
、
高
齢
者

支
援
課
、
障
害
者
福
祉
課
及
び
生

活
福
祉
課
に
Ａ
Ｉ
相
談
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
た
め
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
が
、
同
シ
ス
テ
ム

導
入
の
目
的
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
現
在
、
福
祉
部

門
で
は
内
容
が
困
難
化
・
複
雑
化

す
る
相
談
へ
の
対
応
や
打
合
せ
記

録
の
作
成
等
に
多
く
の
時
間
を
要

し
て
お
り
、
即
応
で
き
る
相
談
体

制
の
確
保
、
ま
た
安
定
的
な
支
援

環
境
の
整
備
の
た
め
、
当
該
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
　
市
民
の
機
微
な
情
報
を
取

り
扱
う
相
談
事
業
に
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
配

慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
Ａ
Ｉ
相
談
シ
ス
テ
ム
の
運

用
等
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
の

必
要
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
同
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
も
従
来
と
同
様
に
個
人

情
報
の
管
理
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、

運
用
等
に
伴
う
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
に
つ
い
て
、
所
管
の
担
当

部
署
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
市
は
ど
の

よ
う
な
検
討
を
し
て
き
た
の
か
。

教
育
長
　
５
年
度
か
ら
学
校
施
設

老
朽
化
対
策
推
進
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
、
持
続
可
能
な
学
校
施
設

の
在
り
方
の
検
討
を
始
め
、
屋
内

プ
ー
ル
導
入
自
治
体
を
視
察
す
る

な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

議
員
　
本
市
が
調
査
し
た
自
治
体

で
は
学
校
施
設
と
市
民
も
利
用
で

き
る
屋
内
プ
ー
ル
等
を
複
合
化
し

た
ほ
か
、
学
校
の
水
泳
指
導
を
５

年
度
か
ら
試
行
的
に
民
間
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
へ
委
託
し
た
と
聞

く
が
、
本
市
で
も
同
様
に
屋
内
プ

ー
ル
を
導
入
す
る
場
合
の
課
題
は
。

教
育
部
長
　
屋
内
プ
ー
ル
に
他
校

の
児
童
・
生
徒
を
受
け
入

れ
る
場
合
、
移
動
時
間
・

手
段
の
確
保
や
そ
れ
に
伴

う
コ
ス
ト
増
等
が
課
題
に

な
る
。
水
泳
指
導
を
民
間

委
託
す
る
場
合
は
、
教
員

と
委
託
先
補
助
員
が
指
導

内
容
の
打
合
せ
に
十
分
な

時
間
を
取
る
必
要
が
あ
る
。

人
と
動
物
の
共
生
す
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
飼
い
主
の
モ
ラ

ル
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
、

周
知
啓
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
　
市
で
は
災
害
時
、
全
国
的

に
も
少
な
い
、
ペ
ッ
ト
と
同
室
可

能
な
避
難
所
を
設
置
し
て
い
る
が
、

そ
の
経
緯
と
、
避
難
所
に
お
け
る

平
均
的
な
部
屋
数
及
び
広
さ
は
。

危
機
管
理
監
　
令
和
元
年
東
日
本

台
風
を
経
験
し
、
災
害
時
に
ペ
ッ

ト
と
と
も
に
避
難
で
き
る
場
所
の

確
保
が
必
要
と
認
識
し
た
た
め
、

避
難
所
と
な
る
市
立
小
・
中
学
校

及
び
文
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理

数
は
、
市
が
把
握
し
て
い
な
い
公

務
員
の
方
か
ら
の
申
請
を
除
き
２

４
９
０
人
で
、
そ
の
割
合
は
８
・

４
％
で
あ
る
。

議
員
　
国
が
所
得
制
限
を
撤
廃
す

る
ま
で
、
支
給
対
象
外
の
世
帯
に

市
独
自
の
給
付
を
行
う
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
独
自
財
源
の

確
保
や
公
務
員
の
方
へ
の
対
応
な

ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
国
や
都

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

他
東
京
都
と
連
携
し
た
行
政
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
と
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に

つ
い
て

お
ぎ
の

雄
太
郎

議
員
（
市
フ
ォ
）　

市
が
実
施
を
予
定
し
て
い
る
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
の
、

対
象
年
齢
、
人
数
及
び
助
成
内
容

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
本
定
例
会
に
提

出
し
た
補
正
予
算
案
の
内
容
に
な

る
が
、
対
象
年
齢
は
50
歳
以
上
の

市
民
、
人
数
は
約
３
０
０
０
人
を

見
込
ん
で
い
る
。
助
成
内
容
は
生

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
４
０
０
０

円
の
費
用
助
成
、
２
回
接
種
が
必

要
な
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
１
回
１
万
２
０
０
０
円
の
費
用

助
成
を
予
定
し
て
い
る
。

山
本

真
実

議
員（
自
由
）　
令
和

５
年
６
月
に
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
関
す
る
課
題
に
関
わ
る
多
く
の

論
点
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が

欠
け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
運
用
し

た
場
合
、
社
会
の
混
乱
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ

こ
で
、
市
に
お
い
て
同
法
施
行
後
、

よ
り
慎
重
に
向
き
合
う
べ
き
子
ど

も
た
ち
へ
の
指
導
や
接
し
方
等
の

対
応
に
変
更
は
あ
っ
た
か
。

教
育
部
長
　
同
法
施
行
後
も
性
自

認
や
性
的
指
向
に
対
す
る
正
し
い

理
解
に
基
づ
い
た
丁
寧
な
対
応
を

え
も
と

ひ
ろ
あ
き

議
員（
維
新
）

　
市
で
は
令
和
５
年
度
後
半
、
市

立
小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

を
実
施
す
る
と
聞
く
が
、
子
育
て

世
帯
へ
の
支
援
は
、
未
就
学
児
と

就
学
児
童
で
区
別
せ
ず
、
一
貫
し

た
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
幼
児
教
育
に
お
け
る

給
食
費
、
副
食
費
の
負
担
と
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
幼
児
教
育
に

お
け
る
給
食
費
等
の
無
償
化
は
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
が
、
学
校
給
食
費
と
は
異
な

議
員
　
26
市
の
自
治
体
間
で
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
開
始
時
期

が
異
な
る
要
因
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
当
該
事
業
は
、

都
の
補
助
事
業
に
な
る
こ
と
が
当

初
予
算
編
成
段
階
で
は
決
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
独

自
事
業
と
し
て
予
算
計
上
し
た
自

治
体
は
早
期
に
実
施
で
き
た
が
、

本
市
を
含
め
当
初
予
算
で
予
定
し

な
か
っ
た
自
治
体
は
、
予
算
を
確

保
し
た
上
で
準
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
事
業
開
始
時
期

が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

他
災
害
対
策
に
つ
い
て

し
て
い
る
。

議
員
　
諸
外
国
が
直
面
す
る
、
拙

速
な
法
制
化
に
よ
る
女
性
の
権
利

侵
害
等
が
本
市
で
も
起
き
る
こ
と

を
想
定
し
、
本
市
独
自
の
条
例
制

定
等
の
対
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
本
市
と
し

て
は
、
同
法
の
推
進
が
直
接
、
女

性
の
権
利
侵
害
等
に
は
結
び
つ
く

も
の
で
は
な
い
と
捉
え
て
お
り
、

市
独
自
の
条
例
制
定
等
の
考
え
は

な
い
が
、
人
権
に
対
す
る
正
し
い

理
解
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

他
教
育
現
場
で
働
く
教
員
の
環
境
改
善

に
つ
い
て

り
、
現
状
で
は
国
の
方
針
等
が
示

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
国
や
都
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

議
員
　
本
市
で
幼
児
教
育
に
お
け

る
給
食
費
等
の
無
償
化
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
予
算
額
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
私
立
幼
稚
園

の
給
食
費
は
概
算
で
年
間
約
６
５

０
０
万
円
、
認
可
保
育
所
の
副
食

費
は
概
算
で
年
間
約
１
億
５
０
０

０
万
円
で
あ
る
。

他
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
の
可
能
性
に
つ
い

て
●

歴
史
あ
る
府
中
市
の
埋
蔵
文
化
財

調
査
に
つ
い
て

学 校 施 設 と 複 合 化 し
市民も利用する屋内プールを
導入する場合の課題は

災害時に市ではペットと同室可能な
避 難 所 を 設 置 し て い る が
そ の 経 緯 等 は

国が所得制限撤廃を実行するまで
児 童 手 当 対 象 外 の 世 帯 に
市独自の給付を行う考えは

ＡＩ相談システムの運用等に関する

ルール づ くりの 必 要 性 は

他校の児童・生徒を受け入れる場合に
移 動 時 間 ・ 手 段 の 確 保 や
それに伴うコスト増等が課題になる

令 和 元 年 東 日 本 台 風を経 験し
ペットとともに避難できる場所の確保が
必要と認識したことによる

国や都の動向を注視しながら

調 査 ・ 研 究 し て い く

個人情報の管理が徹底されるよう
業務マニュアルの作成について
所管の担当部署と調整していきたい

Ｌ

Ｇ

Ｂ

Ｔ

法

施

行

後

子

ど

も

た

ち

へ

の

対

応

に

変

更

は

あ

っ

た

か

幼
児
教
育
に
お
け
る
給
食
費
等
の

無
償
化
に
つ
い
て
市
の
考
え
は

同

法

施

行

後

も

性
自
認
や
性
的
指
向
に
対
す
る
正
し
い

理
解
に
基
づ
い
た
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
る

国
の
方
針
等
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め

国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

　▲子どもたちの笑顔のために

　▲ペットも家族

者
と
協
議
し
た
結
果
、
施
設
内
に

専
用
の
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
部
屋
数
は
各
施

設
１
室
で
、
使
用
可
能
な
部
屋
の

広
さ
は
、
施
設
に
よ
り
異
な
る
。

２６　

市　

の　

自　

治　

体　

間　

で

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
開
始
時
期
が

異
　

な
　

る
　

要
　

因
　

は

都

の

補

助

事

業

と

な

る

前

に

独
自
事
業
と
し
て
予
算
計
上
し
た

自

治

体

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る


